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1. 次世代エージェンティックAIの到達点と「GPT-5.5」の全体
像 
2026年4月23日（日本時間24日）、OpenAIは同社の人工知能モデルにおける最新のイノベーション
である「GPT-5.5」を正式に発表した 1。本モデルの登場は、単なる大規模言語モデル（LLM）のバー
ジョンアップという枠組みを大きく超え、AIが自律的に計画を立て、複数のツールを横断してタスクを
完遂する「エージェンティック・コンピューティング（Agentic Computing）」の本格的な実用化を意味し
ている。OpenAIのプレジデント兼共同創設者であるグレッグ・ブロックマン（Greg Brockman）が「も
はやコーダーのためだけでなく、コンピュータ作業を行うすべての人のためのモデルである」と明言し

たように、GPT-5.5はチャットボットという従来のテキスト応答インターフェースから脱却し、ユーザー
の意図を汲み取って実際のPC操作やソフトウェア稼働を代行する自律的アーキテクチャへと進化を
遂げている 3。 

この発表の背景には、Anthropicの「Claude」シリーズやGoogleの「Gemini」シリーズとの間で繰り
広げられる、熾烈な次世代AI覇権争いがある 4。特にAnthropicが先行してリリースした「Claude 
Opus 4.7」や、サイバーセキュリティ特化の非公開モデル「Mythos Preview」に対し、OpenAIは開発
サイクルを異例のスピードで加速させることで対抗している 4。GPT-5.5は、ChatGPT、Codex、そし
て自律型ウェブブラウジング機能を統合した「AIスーパーアプリ（AI Superapp）」の構築に向けた中
核的な布石として位置づけられており、企業向けエコシステムにおける支配的なプラットフォームとし

ての地位を確固たるものにする狙いが明白である 1。さらに、OpenAI自体が2025年において131億
米ドルの収益を上げながらも90億米ドルの純損失を計上し、5000億米ドルの企業価値評価を受け
る中で、エンタープライズ市場での圧倒的なシェア獲得は同社の財務的持続性においても至上命題

となっている 7。 

1.1. 曖昧さへの耐性とマルチステップタスクの自己完結能力 
GPT-5.5の最大の特徴は、「曖昧さへの耐性（Navigating through ambiguity）」と「複数ステップにわ
たるタスクの自己完結能力」にある 3。従来のモデルでは、ユーザーがプロンプトを通じて手順を詳細
に指示するマイクロマネジメントが必要であった。しかし、GPT-5.5は「整理されていない複数要素か
らなるタスク（messy, multi-part task）」を与えられた場合でも、自ら実行計画を立案し、必要なツー
ルを選択・稼働させ、前提条件を自己検証（ダブルチェック）しながら最終的なアウトプットまで到達す

る能力を備えている 3。この自律性は、ソフトウェアの操作、ブラウザを通じたオンライン調査、データ
分析、スプレッドシートやプレゼンテーション資料の作成といった高度なナレッジワークにおいて、か

つてない効率化をもたらす 6。 

AIがユーザーのコンピュータを共同操作する「エージェンティックAI」の概念は、一方でプライバシー



保護やセキュリティリスクという重大な懸念を惹起する 8。AIがカレンダー、メール、あるいは社内の
機密データベースに深くアクセスする必要があるため、OpenAIはGPT-5.5において、これまでで最も
強固なセーフガードを実装している 8。特に、高度なサイバーセキュリティ能力については、同社の「
Preparedness Framework（準備フレームワーク）」に基づく検証を経て、認証されたセキュリティチー
ムに対するアクセス障壁を下げつつも、致命的な生化学的・サイバー攻撃的リスクの自律的実行に

は制限をかけている 1。 

1.2. ターゲット層に合わせた2つのバリアントと提供体系 
本モデルは、標準版の「GPT-5.5」と、より高度な推論と正確性が要求されるタスクに特化した「
GPT-5.5 Pro」の2つのバリアントで展開されている 5。標準モデルが日常的なコンピュータ作業やコー
ディングのボトルネック解消を担う一方、GPT-5.5 Proは、法務、ビジネス、教育、データサイエンスと
いった厳密性が求められるハイステークスな専門領域向けにアーキテクチャが最適化されている 5。 

これらのモデルは、ChatGPTのPlus、Pro、Business、Enterpriseの各ティア、およびCodexの有料
ユーザー（EduおよびGoプランを含む）に向けて順次展開され、APIを通じたアクセスも提供される 9。
特にCodex環境においては、400Kトークンのコンテキストウィンドウを標準サポートし、1.5倍の速度
で動作するFast mode（コストは2.5倍）もオプションとして用意されている 8。 

モデルバリアント 想定ユースケースと特

徴 
1M入力トークン価格 1M出力トークン価格 

GPT-5.5 標準的なエージェント

作業、コーディング支

援、データ分析。

GPT-5.4と同等のレイ
テンシで高い知能を発

揮。 

$5.00 $30.00 

GPT-5.5 Pro 法務、データサイエン

ス、高度なビジネス分

析等。複雑な論理推

論と高い正確性、構造

化された出力に特化。 

$30.00 $180.00 

価格設定に目を向けると、Proモデルは標準モデルの約6倍のコストが設定されている 9。この顕著な
価格差は、後述する複雑なタスク解決において、Proモデルが内部的に消費する膨大な計算リソー
スと、推論の正確性を担保するための多層的な検証プロセス（自己回帰的な思考プロセスの深さ）に



起因していると考えられる 5。 

2. アーキテクチャの革新と圧倒的なベンチマーク性能 
GPT-5.5の性能向上は、アルゴリズムの最適化とハードウェアの進化という両輪によって実現されて
いる。OpenAIはNVIDIAとの10年以上にわたる強固なパートナーシップを背景に、最新の「NVIDIA 
GB200」および「NVIDIA GB300 NVL72」システム向けにGPT-5.5の推論アーキテクチャを共同で最
適化した 3。 

従来、アクセラレータ上でのリクエスト処理は、大小さまざまなリクエストを同じGPUで実行できるよ
う、固定されたチャンクに分割して分散させていた。しかし、この手法はすべてのトラフィックパターン

において最適とは言えないという課題を抱えていた 3。このボトルネックを解消するため、OpenAIは
Codexの実稼働環境から得られた数週間分のトラフィックパターンを分析し、動的な処理分散と負荷
分散を行う独自のアルゴリズムを開発・実装した 3。これにより、推論を個別の最適化の集合ではなく
統合システムとして再定義することに成功し、前世代のGPT-5.4と同等のパー・トークン・レイテンシ（
1トークン生成あたりのミリ秒）を維持しつつ、トークン生成速度全体を20%以上向上させるという技術
的ブレイクスルーを達成している 3。さらに、この推論効率の向上により、同一のCodexタスクを完了
するために消費するトークン数を大幅に削減することにも成功している 10。 

2.1. 競合を凌駕する評価指標と専門特化能力 
各種ベンチマークにおいて、GPT-5.5およびGPT-5.5 Proは、AnthropicのClaude Opus 4.7や
GoogleのGemini 3.1 Proといった主要な競合モデルを明確に凌駕する結果を記録している 1。複合
ベンチマークの全体スコアにおいてGPT-5.5が98.2を記録し、Claude Opus 4.5（95.1）やGemini 3.1 
Pro（94.7）を引き離している事実は、汎用人工知能（AGI）への道程においてOpenAIが再びリードを
奪い返したことを示唆している 1。 

評価ベンチマーク指標 テストの性質・測定内
容 

GPT-5.5 スコア 競合・前モデルのスコア 

Terminal-Bench 2.0 コマンドラインを用いた

複雑な自律的タスク達

成率・コーディング評

価 

82.7% GPT-5.4: 75.1%, Claude 
Opus 4.7/Gemini 3.1 
Proを上回る 

SWE-Bench Pro 実世界のGitHubイ
シュー解決能力・実務

プログラミング能力 

58.6% - 



OSWorld-Verified OSレベルでの正確な
コンピュータ操作とイン

ターフェースナビゲー

ション 

78.7% - 

FrontierMath Tier 4 ポスドクレベルの極め

て難解な数学問題解

決能力（※Proモデル
で測定） 

39.6% Claude Opus 4.7: 
22.9% 

GeneBench / 
BixBench 

ジェノミクス・定量生物

学 / バイオインフォマ
ティクス評価 

25.0% / 80.5% GPT-5.4 (GeneBench): 
19.0% 

GDP Value 9産業44職種の知識
労働パフォーマンス実

用完了率 

84.9% - 

とりわけ、エージェンティックなコーディング能力を評価する「Terminal-Bench 2.0」では、標準モデル
のGPT-5.5が82.7%の正答率を叩き出し、前モデルのGPT-5.4（75.1%）から大幅な進化を遂げた 6。
実世界のGitHubイシューの解決能力を測る「SWE-Bench Pro」においても58.6%、オペレーティング
システム層での操作の正確性を検証する「OSWorld-Verified」でも78.7%という極めて高い水準を記
録している 9。これらのスコアは、AIが隔離されたサンドボックス環境ではなく、実際の大規模なシス
テムコードや複雑なソフトウェア環境において、文脈を長期間維持しながらエラーを修正（デバッグ）

し、リファクタリングを1回のパスで完了できる「概念的明確さ（conceptual clarity）」を有していること
を証明している 8。 

また、医療・健康分野における専門知識と推論能力を測定するHealthBench（長さ調整済み）の評価
においても、GPT-5.5の専門性が浮き彫りになっている。過去のモデル（GPT-5、5.1、5.2、5.4）の推
移と比較すると、難易度の高い「HealthBench Professional」カテゴリーにおいて、GPT-5.5は51.8%
というスコアを記録し、前モデルGPT-5.4の48.1%から着実な進歩を遂げている 15。 

 



 
 
2.2. 「共同研究者」としてのAI：未知の数学的定理の発見 
特筆すべきは、科学研究および数学の領域におけるブレイクスルーである。ポスドクレベルの超難

解な数学問題群である「FrontierMath Tier 4」において、Claude Opus 4.7が22.9%にとどまる中、
GPT-5.5 Proは39.6%という約2倍のスコアを記録している 16。 

このベンチマーク性能は、単なるテスト上の数値にとどまらない。実際にOpenAIの内部テスト環境に
おいて、カスタマイズされたバージョンのGPT-5.5が、組み合わせ数学における「ラムゼー数（
Ramsey numbers）」に関する新たな定理の証明に直接貢献したことが公式に報告されている 8。ラ
ムゼー数とは、ある特定のパターン（サブストラクチャー）が必然的に現れるために、グループ全体が

どれほどの規模にならなければならないかを示す数学的概念であり、その正確な値の計算は極めて

困難で、新たな結果を得るために専門家の数学者が数十年を費やすこともある領域である 11。 

このような最先端の数学的課題においてAIが具体的な成果を上げた事実は、重大なパラダイムシフ
トを意味する。GPT-5.5はもはや、既存の知識を検索し要約するだけのツールではなく、多段階の
データ分析を行い、専門家と共に未知の学術的真理を探索する「共同研究者（co-scientist）」の次



元へと足を踏み入れている 8。 

2.3. 日本市場へのインパクトと画像生成技術の統合 
日本市場における波及効果という観点からは、GPT-5.5の発表とほぼ同時期（2026年4月21日米国
時間発表、22日展開）に、最新の画像生成モデル「GPT-Image 2」がリリースされ、即座に日本の生
成AIソリューション（例：JTP株式会社の「Third AI」）に統合された事実が極めて重要である 17。 

従来の画像生成AIが抱えていた最大の弱点の一つが、「生成画像内に日本語テキストを正確に描
画できない」という点であった。しかし、GPT-Image 2では文字の描画精度と多言語対応が大幅に向
上し、ユーザーが指定した日本語の文言や複雑なレイアウトを高い忠実度で再現することが可能と

なった 17。加えて、縦横比（アスペクト比）の厳密な指定にも対応したことで、広告クリエイティブやビ

ジネスプレゼンテーション資料、各種デザイン制作の現場における実用性が飛躍的に高まっている 3

。 

この視覚的処理能力（マルチモーダル機能）の進化と、GPT-5.5の持つエージェンティックな推論能
力の融合は、単なるデザイン業務の効率化にとどまらない。後述する知的財産実務において、技術

文献に含まれる複雑な図面（ブロック図、フローチャート、機械構造図など）をAIが視覚的に解析し、
それを日本語のテキストと照合しながら明細書を構造化するという、言語と画像の壁を越えたシーム

レスな自動化を実現する強力な基盤となるのである。 

3. 知財実務（特許出願・明細書作成）への破壊的インパクト 
GPT-5.5、とりわけそのハイエンドモデルである「GPT-5.5 Pro」の登場は、知的財産（IP）実務、特に
特許出願、明細書作成（ドラフティング）、およびクリアランス調査のワークフローに根本的な変革を

もたらしている。法務・専門サービス向けのAIプラットフォームとして市場を牽引する「Harvey AI」によ
る最新の調査と評価結果は、このシフトが既に概念実証（PoC）の段階を終え、世界最大規模の法
律事務所や企業法務部において、ライブ案件（実際のクライアント業務）に組み込まれる本格的な実

稼働フェーズに突入していることを証明している 18。 

Harvey AIの「BigLaw Bench」評価において、GPT-5.5は過去最高の91.7%（前モデルGPT-5.4は
91.0%）の全体スコアを記録し、タスクの43%で完全な満点を獲得した。さらに、全タスクの87%が
0.80以上の高スコアを記録し、0.50を下回るタスクは皆無であった 18。評価者からは、法的な推論能

力、組織構造の構築、そして読者（審査官や裁判官、あるいはクライアント）を想定したトーンや粒度

の調整において顕著な向上が見られたと報告されている 18。とりわけ特許明細書や契約書のドラフ

ティングタスクにおいて、直感的な構造化、適切な見出し・太字の効果的な使用、そしてVault（セキュ
アな文書格納庫）内の原資料（ソースドキュメント）に正確に裏付けられた引用の提示能力が高く評

価されている 18。 

3.1. ツールチェーンの最適化とマルチステップ自動化の進化 
特許明細書の作成は、発明者からの技術的ヒアリング記録の解読、関連する先行技術の分析、ク

レームツリー（権利要求の範囲）の論理的構築、そしてそれを支持する詳細な実施例の記述といっ

た、複数の高度な認知プロセスが連鎖する作業である。GPT-5.5は、この「ツールチェーン（
Tool-chaining）」と呼ばれる複数ステップの自動化プロセスにおいて決定的な進化を遂げた。 



法的タスクの自動化においては、「文書の検索→条項の分類→当事者の抽出→リスク要約の生成
→修正案の提示」といった連鎖的な処理が求められるが、GPT-5.5はツールチェーンのベンチマーク
において96.7%のスコアを記録した 21。最も重要な点は、前世代の推論特化モデル（o3など）と比較
して、API呼び出し（ツールコール）の回数を約45%も削減しつつ、より多くのタスクを完了させている
ことである 21。これは、モデル自身が「次に何のアクションを起こすべきか、どの情報が必要か」を高

い精度で予測し、無駄なデータ取得や推論のループを省いて最短ルートで論理を構築できることを

意味する。 

法務データベース（LexisやWestlaw等）や社内の文書リポジトリを何千件も処理する際、ツールコー
ルの削減はそのままAPI利用コストの大幅な圧縮（スケーラビリティの向上）と、ワークフローの信頼
性向上に直結する 21。また、多管轄（マルチジュリスディクション）にまたがる複雑なプロジェクトにお

いて、モデルがスコープを誤解した際に生じる再プロンプトの手間が自己推論機能によって削減され

る点も、実務家にとって極めて大きなメリットである 21。 

3.2. 企業のR&D部門によるAIの直接活用と専門家の役割再定義 
GPT-5.5の普及は、企業内弁理士（インハウスカウンセル）や外部の特許事務所と、研究開発（R&D）
部門とのパワーバランス、そして情報の非対称性にも劇的な変化をもたらしている。 

これまで、AI特許ツールの主たるユーザーは、多忙な業務を効率化しようとする特許専門家であっ
た。しかし近年、AIベンダーのターゲットは特許専門家からR&D部門のエンジニアへと拡大している 
22。GPT-5.5のような直感的で高度な論理構成力を持つAIが、ユーザーフレンドリーなインターフェー
スに統合されることで、エンジニア自身が特許データから技術トレンドをマイニングし、突破口を特定

し、技術提案書を作成し、さらには「特許出願明細書の初期ドラフト」までを直接生成することが可能

になりつつある 22。 

このパラダイムシフトは、特許事務所に依頼する前の「発明の抽出・言語化」というプロセスにおける

摩擦コストを極限まで削減する。R&Dチームが作成する技術報告書に、特許専門家が担っていたは
ずの特許性分析や侵害リスク分析が「付随的」に組み込まれる未来が現実のものとなっているので

ある 22。 

結果として、外部の特許事務所や弁理士に求められる役割は、単なる「技術内容のテキスト化（ドラ

フティングの代行）」からより高次の戦略的レイヤーへと急激にシフトしている。具体的には、AIが生
成したクレームの法的な堅牢性（エンフォースアビリティ）を監査すること、技術の回避設計を予測し

て権利範囲を戦略的に拡張すること、そして事業戦略に合致した特許ポートフォリオを構築すること

に専門家の価値が集中する 22。 

さらに、AIを利用した発明を特許出願する際、AIの出力結果をそのままクレーム化するだけでは権利
化のハードルが高いという実務的知見も蓄積されている 23。特許専門家は、生成AIの出力の背後に
ある「技術的特異点（例えば、そのAIモデルを特定の処理に適用したことで得られたコンピュータリ
ソースの削減効果や計算効率の向上など）」を的確に見抜き、それを明示的に主張する形でクレー

ムを再構築する「触媒」としての役割を果たさなければならない 23。 

 



 
 

4. 先行技術調査と審査プロセスにおける「AI vs AI」の構図 
特許の有効性（特許性）や侵害リスクの評価は、その基盤となる「先行技術調査（Prior Art Search）」
の網羅性と正確性に完全に依存している。特許性に関する意見書、Freedom-to-Operate（FTO）分
析、無効資料調査など、下流のあらゆるIP意思決定は「関連する先行技術がすべて特定されてい
る」という危うい前提の上に成り立っている 24。キーワードの同義語展開や硬直的な特許分類コード

（IPC/FI/Fターム等）に依存する従来の検索手法は、特にソフトウェア、ライフサイエンス、学際的融合
技術の分野において、イノベーションの加速に追いつけず、構造的な限界を迎えていた 24。このボト

ルネックを破壊し、検索プロセスそのものを再構築しているのが、GPT-5.5を組み込んだセマンティッ
ク（意味論的）AI検索ツールである。 

4.1. セマンティック検索の実力：従来型アプローチとの決別 
GPT-5.5 Proの推論能力を活用した特許検索は、発明者が記述した自然言語のニュアンスを深く理
解し、用語の表面的な一致ではなく「技術的課題と解決手段の概念的な一致」に基づき、膨大なグ

ローバル特許データベースや非特許文献から類似技術を抽出する 25。 

具体的な検証事例として、最新のガラス製造技術の調査が挙げられる。高度なディスプレイ基板の



製造において、「ヒ素やアンチモンなどの有毒な清澄剤を使用せずに、無アルカリのホウケイ酸アル

ミノガラスを製造する方法」という複雑な技術的ニュアンスを含むクエリを与えられた場合、従来の

キーワード検索や標準的なChatGPT（汎用プロンプト）では、用語の羅列に引きずられ、無関係な一
般ガラスの製法やノイズを多数拾い上げてしまう 26。しかし、PQAI（Patent Quality Through Artificial 
Intelligence）のような専門的なセマンティック検索機能とGPTの推論を統合したシステムでは、この
「有毒物質の代替手段としての清澄プロセス」という技術的文脈を正確に捕捉し、真に関連性の高い

クリティカルな先行技術のみをピンポイントで抽出することが可能となる 26。 

さらに、GPT-5.5の自律的なオーケストレーション能力により、AI自身が第一段階の検索結果を評価
し、不十分であれば検索クエリを自己修正（リファイン）しながら、より精度の高い文献を掘り起こすと

いう「エージェンティックな反復検索」が実現している 8。このプロセスにおいて、AIは文献内のテキス
トだけでなく、PDFやWordファイルに埋め込まれたテーブル（表データ）の構造と内容までを読み解
き、複数の文献間での定量的な技術パラメータの比較・分析までを自動で完遂する能力を備えてい

る 20。 

4.2. 審査当局におけるAI実装と対抗措置 
このAI主導の先行技術調査能力の高度化は、出願人や代理人側だけでなく、特許審査を司る政府
機関側でも国家戦略として急速に進行している。 

米国特許商標庁（USPTO）は、実体審査の前にAI生成による先行技術検索結果を出願人に提供す
る「Automated Search Pilot Program（自動検索パイロットプログラム）」を、2025年10月20日から
2026年4月20日にかけて実施した 27。このプログラムは、USPTO内部のAIツールを活用し、米国お
よび外国の特許データベースから関連する先行技術を迅速に特定・ランク付けするものであり、出願

人が早期に潜在的な拒絶理由を予期し、クレーム戦略を改善する（あるいは無駄な審査請求を回避

する）機会を提供する画期的な試みであった 27。 

日本においても、審査の質的向上と急増する処理負担に対応するため、日本国特許庁（JPO）が
2022年に策定した「AIアクション・プラン」が2026年のマイルストーンを迎え、特許審査プロセスの根
幹にAI技術が深く実装されている 28。このプランにより、先行技術調査の自動化、高度な外国語文

献の機械翻訳、さらには画像認識AIによる意匠・商標審査の高度化が実現し、審査官はかつてない
ほど広範かつ高精度に文献群を探索し、的確な拒絶理由を構成することが可能となった 28。 

この行政側のAI実装は、出願人にとって強力な「新しい脅威」として立ちはだかる。審査官が強力な
AIを用いて、従来の手法では見過ごされていたような外国語の非特許文献や、別分野に隠れた先行
技術を網羅的に発見してくる以上、出願人側も特許庁と同等、あるいはそれを上回る能力を持つAI（
GPT-5.5 Proなど）を活用しなければならない 24。出願前に極めて厳密なスクリーニングを行い、ク

レームを極限まで精緻化しない限り、容易に拒絶査定や無効審判の対象となるリスクが高まってい

る。現代の知財実務は、審査官のAIと出願人のAIが高度なレベルで知恵を競い合い、論理の隙を
突き合う「AI vs AI」の熾烈な時代へと完全に突入したと言える。 

5. AI発明者と著作権を巡る法整備の最新動向（2025〜2026
年） 



GPT-5.5のように、専門的な数学の定理を証明し（ラムゼー数の事例）、自律的にコードを生成し、複
雑なタスクを完遂する能力を持つAIが実用化される中で、生成された「発明」や「コンテンツ」に対す
る知的財産権の帰属は、法学上の最も切迫した課題であり続けている。しかし、2025年から2026年
前半にかけて、主要国におけるAIの「発明者性（Inventorship）」および「著作者性（Authorship）」に
関する司法判断と行政ガイダンスは、一つの強固なコンセンサスに収束しつつある。それは「人間の

介在（Human Contribution）」と「着想（Conception）」の絶対的必要性である。 

5.1. 米国における司法判断とUSPTOガイダンスの抜本的再定義 
米国におけるAI知財論争の試金石となってきたのが、スティーブン・ターラー（Stephen Thaler）博士
が開発したAIシステム「DABUS（Device for the Autonomous Bootstrapping of Unified Sentience
）」を巡る一連の訴訟である 29。 

2026年3月2日、米国連邦最高裁判所は『Thaler v. Perlmutter』事件（著作権に関する事案、Case 
No. 25-449）における裁量上訴（Certiorari）を棄却し、AIが自律的に生成した視覚芸術作品には著
作権保護が与えられないとする下級審の判断を最終的に確定させた 30。この判断は、2022年に連
邦巡回区控訴裁判所（Federal Circuit）が『Thaler v. Vidal』事件（特許に関する事案）において「AIシ
ステムは自然人（Natural Persons）ではないため、いかに自律的であっても特許の発明者として記
載することはできない」と判示した論理と完全に軌を一にするものである 31。 

特筆すべきは、特許出願の現場におけるAI利用（GPT-5.5等を用いたブレインストーミングやクレー
ム案作成）の急増に法的透明性を提供するため、米国特許商標庁（USPTO）が2025年11月28日に
発行した「AI支援発明に関する改訂発明者性ガイダンス（Revised Inventorship Guidance for 
AI-Assisted Inventions）」である 32。 

USPTOガイダンスの変遷 評価基準の扱いと法的解釈 実務への影響 

旧ガイダンス 
 
（2024年2月発行） 

単一の自然人とAIとの関係に
おいても、発明への貢献度を

測るために「Pannu factors」を
適用（人間の行為が発明に十

分に寄与したかを評価）。 

AIが共同発明者的な振る舞いを
した場合の評価が複雑化。 

新ガイダンス 
 
（2025年11月発行） 

2024年版を完全撤回。「Pannu 
factors」は複数の自然人間で
の共同発明を判断する基準で

あり、AIは人ではないため共同
発明者になり得ず、単一人間

＋AIのケースにPannu基準を
適用することは法的に不適切

審査基準の明確化。発明者性評

価の核心は、自然人による「着

想（Conception）」に回帰。AIは
高度なツール（実験器具等）とし

て定義。 



と明言。 

この2025年11月の改訂は、知財実務において極めて重要な意味を持つ。旧ガイダンスでは、人間と
AIとの間の貢献度をPannu基準（共同発明者の認定要件）を用いて比較衡量しようとするアプローチ
が取られていたが、これはAIに擬似的な人格的地位を認めるかのような混乱を招いていた 32。新ガ

イダンスはこれを明確に否定し、「単一の人間がAIの支援を受けて発明を完成させた場合、AIは共
同発明者ではないため、Pannu基準を適用する余地はない」と法理を整理した 32。ただし、複数の人

間が共同で研究開発を行うプロセスにおいてAIをツールとして利用した場合、その「人間同士の間」
における貢献度の分配を評価するためには、引き続きPannu基準が適用される 34。 

結果として、出願人はGPT-5.5を用いて特許のコアとなる概念や技術構造のヒントを得たとしても（実
質的な提案がAIからなされたとしても）、最終的な発明の「着想」を自己のものとして認識し、それを
具体化する過程において十分な知的貢献を行っていれば、単独の発明者として全権利を主張するこ

とが可能であり、OpenAIやAIモデル自体が特許法上の貢献者と見なされることはないという法的安
定性が担保された 30。 

5.2. 日本および欧州における司法と規制の足並み 
日本においても、司法の姿勢は米国と完全に同調している。東京地方裁判所は令和5年（行ウ）第
5001号事件（2023年提訴、その後判決）において、特許法上の発明者は自然人に限られると明確
に判示した 36。本件は、PCT出願に基づき日本で特許出願を行った原告（ターラー氏）が、発明者名
を「ダバス、本発明を自律的に発明した人工知能」と記載したことに対し、特許庁長官が自然人への

補正を命じた処分の取り消しを求めたものである 36。裁判所は原告の請求を棄却し、AIシステムは
日本の特許法上、発明者になることができないと判断した。この判決は、日本においてAIの発明者
性が裁判所で判断された初の重要なリーディングケースとして、今後の知財実務の強固な土台を形

成している 36。 

一方、欧州連合（EU）においては、AIの技術開発と倫理的利用、そして権利保護のバランスを図る包
括的な「AI法（Artificial Intelligence Act：Regulation (EU) 2024/1689）」の施行が、企業の知財・デー
タ戦略に巨大な影響を及ぼしている。同法は2024年に発効し、禁止されるAIプラクティス（第2章）な
どは2025年2月から、汎用AIモデルに関する規定（第5章）は2025年8月から適用が開始されていた
が、2026年8月2日をもって、（第6条1項等の一部例外を除き）AI法のほぼ全ての規定が本格適用（
Full Application）となるフェーズに突入した 37。 

EU AI法 (AI Act) 適用マイル
ストーン 

主要な適用内容と要件 対象となる事業者への影響 

2025年2月 (施行済) 第1章（一般規定）、第2章（禁 ソーシャルスコアリング等の明確



止されるAIプラクティス）の適用
開始。 

な禁止事項の順守。 

2025年8月 (施行済) 第5章（汎用AIモデル）の適用
開始。 

GPT-5.5等の基盤モデル提供者
に対する透明性要件の適用。 

2026年8月2日 AI法の全面適用（Full 
Application）。高リスクAIシス
テムへの厳格要件適用、規制

サンドボックスの設置義務化。 

デプロイヤー（AIを業務に導入す
る企業等）も含む広範なガバナン

ス義務の発生。 

EUのAI法は強力な域外適用（Extraterritorial effect）の性質を持つ。EU域内に設立されていないプ
ロバイダーであっても、そのAIシステムの出力がEU内で使用される場合、厳格なデータガバナンス、
透明性の要件、およびデータ侵害の通知義務などに従わなければならない 37。また、英国およびEU
のデータ保護当局（DPA）は、AIソリューションを開発する企業（プロバイダー）だけでなく、それを自
社の業務プロセスに組み込んで利用する企業（デプロイヤー）に対しても、プライバシーリスクの観点

から2026年に向けて執行活動・制裁金の適用を強化する方針を明確に示している 39。 

さらに、AIが生成したコンテンツの著作権適格性や、AIの学習データとして使用される著作物の権利
保護に関する国際的なルールの不一致が、規制のアービトラージ（抜け穴の悪用）を生み、EUの競
争力を損なうリスクがあるとして、欧州議会でも激しい議論が交わされている 40。知財部門は、

GPT-5.5 Proのような強力なAIを導入して明細書作成や調査を行う際、自社の機密情報（未公開の
技術情報やトレードシークレット）がAIの学習に利用されない設定（エンタープライズ版のオプトアウト
機能等）を徹底するだけでなく 41、AI法に準拠した社内のAIリテラシー教育（第4条要件）や運用ログ
の保持体制を構築するという、新たなコンプライアンス上の重責を担うこととなる 43。 

6. 知財専門家の新たな介在価値と今後のビジネスモデル展
望 
GPT-5.5がもたらしたエージェンティックAIの波は、知財実務の効率を劇的に引き上げる一方で、従
来の法務専門サービスが依存してきたビジネスモデルに対して抜本的な見直しを迫っている。 

これまで、特許事務所や法律事務所の収益基盤の多くは、作業に費やした時間に基づいて請求を

行う「タイムチャージ（Billable Hour）」モデルによって支えられてきた 45。しかし、人間が数日、あるい

は数週間を要していた先行技術のスクリーニングや、膨大な資料群からのクレーム案のドラフティン

グを、GPT-5.5がほんの数分で、しかもAPIコストベース（数百円〜数千円程度）で完了させてしまう
現実において、タイムチャージモデルは顧客（企業法務部・知財部）の合理的な期待と完全に矛盾を



生じ始めている 9。 

一部の先進的な顧客企業は、AIによる文書自動化を前提としたプロダクト化されたサービス形態（固
定料金でのドキュメント提供など）を導入し始めているものの、法曹界全体でのビジネスモデルの根

本的な転換は未だ完了しておらず、過渡期の摩擦が生じている 45。しかし、中長期的には、処理に

費やした「時間」ではなく、提供された「法的安定性」「権利化の確度」あるいは「ビジネス上のリスク

回避」という「価値（Value）」に基づく代替的な報酬体系（Alternative Fee Arrangements: AFA）への
移行が、2026年以降の不可逆的なトレンドとなることは疑いようがない。 

このような環境下において、特許弁理士や知財弁護士の存在意義が失われるわけではない。むし

ろ、その専門性はAIが代替できないより高度な「判断」の領域へと純化される。AIによる先行技術調
査やクレーム生成の表面的な精度が高まるほど、その出力を鵜呑みにせず、ハルシネーション（もっ

ともらしい嘘）のリスクを排除し、法的・事業的観点から批判的に検証する人間の専門知（Domain 
Knowledge）が決定的に重要になるからだ 8。 

AIが提示した論理構造の脆弱性を見抜き、米国特許法第101条（特許適格性に関するAlice判決以
降の複雑な法理）などに照らし合わせてクレームの有効性を補強すること 33、そして審査の過程にお

いて「人間の着想（Conception）」がどこに介在したかを法的に証明可能な形で記録し、権利を勝ち
取ることは、高度な訓練を受けた人間にしか担えない戦略的業務である 33。 

OpenAIによるGPT-5.5のリリースは、AIが単なる「作業の補助ツール（Copilot）」から、自律的な「作
業の実行主体（Agent）」へと進化したことを告げる歴史的なマイルストーンである。知財実務家は、
この強大な知能を自らのワークフローの中核的オーケストレーターとして使いこなすと同時に、高度

な法的思考と事業戦略の接続という、人間にしか提供できない最終的な付加価値を絶えず磨き上げ

ることが求められている。技術の劇的な進化に抗うのではなく、自らの役割を再定義し、AIと共創す
る新たな知財パラダイムを構築することこそが、この激動の時代を勝ち抜くための唯一の戦略となる

だろう。 
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